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第１章　理念・目的

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関等の理念・目的は適切に設定されているか

a ◎高等教育機関として大学が追
及すべき目的（建学の精神，教育
理念，使命）を踏まえて、当該付
属機関・委員会の理念・目的を設
定していること。
　　　　　　　　　　　　　　【約５００字】

　本委員会の理念は以下の通りである。
　『学部間共通外国語教育運営委員会は，「権利自由」「独立自治」さらには「世界へ-『個』を強
め，世界をつなぎ，未来へ」という本学の教育理念に基づき，「真の国際感覚」を持った「個」を育
成するために，学部を超えて横断的に履修できる会話科目を中心とした外国語科目を設置してい
く。』
　本委員会の目的は，明治大学学部間共通外国語教育運営委員会規定の中で明確にしている【1-49-
1】。この規程の中では，本委員会の目的について，以下のように記述している。「明治大学に設置
されている全学共通の学部間共通外国語科目における外国語教育の充実とその円滑な運営を図るた
め，教務部委員会の下に専門部会として，明治大学学部間共通外国語教育運営委員会を置く。」
また，運営委員会は，次の各号に掲げる事項について審議することが同規定に，明記されている。
1)　学部間共通外国語教育の計画，立案に関する事項
2)　学部間共通外国語教育の実施に関する運営上の事項
3)　科目担当者の予備的選考に関する事項
4)　教科内容に関する事項
5)　その他学部間共通外国語教育に関して運営委員会が必要と認めた事項
　

・学生に多様な学習機会を提
供することができている。例
えば，本学学生であれば４
キャンパスのうちいずれの
キャンパスでも受講可能であ
る。
・クラスはレベル別で，現在
のレベル及び到達目標をシラ
バスにて明記しており,学生
はレベルや到達目標に合わせ
て科目を選択できる。教員陣
はネイティブスピーカーを中
心に配置して学生が自然な外
国語に触れる機会を多く与え
られる環境を整えている【1-
49-2：2頁】。

多様な学習機会の提供の
ため，学部との差別化を
引き続き図り，ニーズに
合った科目の設定を行う

　 １-49－１　明治治大学学部間共通
外国語教育運営委員会規定
1-49－2　2013年度　学部間共通外
国語シラバス，２頁「学部間共通外
国語とは」

b ●当該付属機関・委員会の理念・
目的は、建学の精神、目指すべき
方向性等を明らかにしているか。
　　　　　　　　　　　　　　【約１００字】

　本委員会の理念の中で，「権利自由」「独立自治」さらには「世界へ-『個』を強め，世界をつな
ぎ，未来へ」という本学の教育理念に基づき，本委員会では，「真の国際感覚を持った個」を養成す
べき人材として，各学部に設置されている外国語科目をサポートしつつ，学生の多面的な語学能力の
養成をはかることを目的としている。
　また本委員会の目的は，明治大学学部間共通外国語教育運営委員会規定の中で明確にしている。
【1-49-1】

（２）付属機関等の理念・目的が，教職員及び学生に周知され社会に公表しているか

a ◎公的な刊行物、ホームページ等
によって、教職員・学生、受験生を
含む社会一般に対して､当該大
学・学部・研究科の理念・目的を周
知・公表していること
【約１５０字】

①構成員に対する周知方法と有効性
　「学部間共通外国語シラバス」を作成し，ガイダンス等で学生に配布し周知した。【１-49－2：1
～2頁】。また，2014年度よりシラバスをPDF化し，ホームページに掲載することで，広く周知を行っ
た。【1-49-3】
　集中講座の内容については，講座終了後に事務局による実施レポートをホームページにて公開し講
義の内容やその成果を広くアピールをした。【１-49－4】。
　また，学部を超えて横断的に履修できる科目である事を学生により知ってもらうため，2008年度か
ら使用しているＭＬＰ（Meiji Language Program）というニックネームをシラバス等で前面に押し出
し，「授業中の異文化体験！」というキャッチフレーズも用い，親しみやすさをアピールしている。
　実績や資源から見た理念・目的の適切性としては，履修者数実績として2013年度は，前期2259名，
後期1970名（のべ人数）の学生が共通外国語科目を履修した。【1-49-5】
②社会への公表方法
　大学ホームページにて周知している。【1-49－6】

・理系の学生に対す
る学部間共通外国語
科目の知名度が低
い。

学部間共通外国語科目
の知名度アップのた
め，学内での広報に力
を入れるとともに，
ホームページの更なる
充実を図る。

1-49-2　2013年度　学部間共通外国
語シラバス（既出）
1-49-3　明治大学外国語教育ホーム
ページ
http://www.meiji.ac.jp/edu/forei
gn/jikan/syllabus.html
１-49－4　明治大学外国語教育ホー
ムページ
http://www.meiji.ac.jp/edu/forei
gn/information/2012/6t5h7p00000d
p9za.html
http://www.meiji.ac.jp/edu/forei
gn/information/2013/6t5h7p00000e
rb51.html
1-49－5　2013年度学部間共通外国
語科目履修者数集計表
１-49-6　明治大学外国語教育ホー
ムページ「明治大学の外国語教育」
http://www.meiji.ac.jp/edu/forei
gn/kyoik/kyoik001.html

（３）付属機関等の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●理念・目的の適切性を検証する
に当たり、責任主体・組織、権限、
手続きを明確にしているか。また、
その検証プロセスを適切に機能さ
せているか。
　　　　　　　　　　　　　　【約３００字】

理念や目的の適切性について，定期家期に検証を行うシステムが十分とは言えないが，次年度の授業
計画を策定する際に，設置科目や，設置キャンパス，開講の曜日時限について，委員会において適宜
議論し，それらの開講科目が当委員会の理念や目的に対して適切となるように検証している。

（Ⅰ-２）理念・目的に基づいた特色ある取り組み

　特色のある取り組みとしては特別講座「夏期・春期集中講座」があげられる。長期休暇中の特別講
座として,夏季休暇中には和泉キャンパスにて，「夏期集中講座」を英会話･ドイツ語会話･フランス
語会話･中国語会話の４語種で開講している。これらは，主にネイティブスピーカーの教員が担当
し，少人数で集中的に行われる授業により，短期間で学習効果をあげることが可能である。また，学
生の夏期休暇中の語学プログラムの選択肢の幅を広げるべく，協定校（カナダ・ヨーク大学・マクマ
スター大学，イギリス・シェフィールド大学，ケンブリッジ大学）での語学研修プログラムを学部間
共通外国語の単位として認定している。春期休暇中には清里セミナーハウスにて英会話の合宿型集中
講座を開講している。
　2013年度は夏期集中講座では４語種で190名，春期英会話集中講座では64名が参加した。【1-49－
7】【1-49－8】

1-49－7　夏期集中講座年度別集計
表
1-49－8　英会話春期集中講座年度
別集計表

　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況
を
　　評価する項目です。

評価

Alt＋Enterで箇条書きに

発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「改善を要する点」に対する発展計画「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目
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第２章　教育研究組織

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関等の教育研究組織は，理念・目的に照らして適切なものであるか

a 　本委員会の編成については，明治大学学部間共通外国語教育運営委員会規定
【1-49-1】の中で以下のとおり，明確にしている。
・運営委員会は，学長が委嘱する次の委員をもって組織する。
1)　教務部長
2)　副教務部長
3)　各学部教授会から推薦された英語科目担当の専任教員各１名
4)　各学部教授会から推薦された外国語（英語を除く。）科目担当の
専任教員のうちから各学部各１名又は２名
「全学共通の学部間共通外国語科目における外国語教育の充実とその円滑な運営
を図る」という本委員会の目的を達成するために，必ず各学部から２名以上の委
員を選出してもらっている。
理念・目的との適合性としては、本委員会の委員は，明治大学学部間共通外国語
教育運営委員会規程第３条に従い，全９学部から2名または3名ずつの委員が選出
されている。2013年度は英語種については各学部から1名ずつ・合計10名，ドイツ
語種4名，中国語種3名，フランス語種2名，朝鮮語種1名，スペイン語1名の教員が
それぞれ委員として選出された。【2-49-1】

　各学部から教員を集
め，さらに各語種の教員
を集めて運営委員会を組
織することで各学部・語
種の意見をまんべんなく
集約することができてい
る。

運営委員会委員に学
部間共通外国語科目
を担当している教員
が少ないため，授業
の実情や現場の意見
がすぐには反映され
づらいと同時に，委
員会の方針を担当教
員に浸透させづら
い。

語種により人数にばらつ
きがあるため，各語種の
委員の人数の適正化をは
かる。

現場の教員と委員会と
をつなぐための新年度
懇談会の内容につい
て，語種ごとでの集ま
りの場を設け，語種代
表や委員より委員会の
方針を伝えられる場を
設ける。

1-49-1 明治大学学部間共通
外国語教育運営委員会規程
（既出）
2-49-12013年度学部間共通
外国語教育運営委員名簿

（２）付属機関等の教育研究組織の適切性について，定期的に検証を行っているか

a 毎年，6月に開催される第2回委員会において自己点検評価を行っている。【2-49-
2】

資料№2-49-2　2013年度
第２回　学部間共通外国語
教育運営委員会　議事録

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況
を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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第３章　教員・教員組織

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対
応）

H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関として求める教員像および教員組織の編制方針を明確に定めているか

a ●＜教員像と教員組織の編制方針
＞
専門分野に関する能力，教育に対
する姿勢等，大学として求められる
教員像を明らかにしたうえで，当該
付属機関の理念・目的を実現するた
めに，教員組織の編制方針を定め
ているか。また，その方針を教職員
で共有しているか。

　教員に求める能力，資質などについて，本委員会は，科目担当者の予備的
選考に関する事項のみ審議し，教員の採用に関しては各学部の採用基準に準
ずる。【1-49-1】
　教員組織の編制方針としては，毎年4月開催の第一回委員会にて，本委員の
中から各語種一名ずつ「語種代表」を選出し【3-49-1】，語種代表が科目担
当教員の調整，担当科目決定等をおこなっている。また,例年１月に開催して
いる本委員会にて，各科目担当教員を決定している。【3-49-2】

1-49-1　明治大学学部間共通外国
語教育運営委員会規程(既出)
3-49-1 2013年度語種代表一覧
3-49-2　2013年度第4回学部間共通
外国語教育運営委員会　議事録

b ◎＜組織的な連携体制と責任の所
在＞
組織的な教育を実施する上におい
て必要な役割分担，責任の所在を
明確にしていること。　　【約３００字】

　先に記述の「語種代表」が各語種教員の連携役および責任者としての役割
を担っている。

（２）付属機関等の教育課程に相応しい教員組織を整備しているか

教員の編制方針に沿った教員組織の整備

a ◎方針と教員組織の編制実態は整
合性がとれているか。
　　　　【６００～８００字】

　いずれかの学部に所属している本学兼任及び専任教員が授業を担当してい
る。

教員組織を検証する仕組みの整備

b ●教員組織の適切性を検証するに
あたり，責任主体・組織，権限，手続
を明確にしているか。また，その検
証プロセスを適切に機能させ，改善
につなげているか。
　　　　【６００～８００字】

　本人の希望および適性を加味し，先に記述の「語種代表」が中心となり，
担当授業科目を調整し，その結果を委員会にて承認している。

（３）教員の募集・採用・昇格は適切に行われているか

a ●＜規定に沿った教員人事の実施
＞
教員の募集・採用・昇格について，
基準，手続を明文化し，その適切
性・透明性を担保するよう，取り組ん
でいるか。
　　　　　　　　　【４００字】

　教員の募集・採用・昇格に関しては各学部の採用基準に準ずる。
　本委員会は，科目担当者の予備的選考に関する事項のみ審議し，教員の募
集・採用・昇格等については，「明治大学教員任用規定」及び教員の所属す
る学部の規定に準ずる。

（４）教員の資質の向上を図るための方策を講じているか

教員の教育研究活動等の評価の実施

a ●教員の教育研究活動の業績を適
切に評価し，教育・研究活動の活性
化に努めているか。
　　　　　　　　【４００字】

　授業については教育開発支援センターによる，授業評価アンケートが半期
ごとに実施されており，その結果が教員にフィードバックされている。
　また夏期・春期に開催される集中講座においては，受講学生全員を対象に
アンケートを実施している。【3-49-3】【3-49-4】結果は講座運営母体であ
る本委員会にて報告されるとともに，担当教員にも次回講座開催時の改善点
としてフィードバックしている。また，2013年度より，集中講座で実施する
アンケートに集中講座に関する設問のほかに，学部間共通外国語全般に関す
る設問を追加し，学部間共通外国語の認知度やイメージを問う他，フリー記
述欄を設け学生に感想や要望を記入してもらっている。【3-49-5】【3-49-
6】

集中講座後のアンケー
トでは，フリー回答欄
を多く設け，自由に意
見を書いてもらってい
るため，学生のニーズ
を適切に把握する事が
でき，改善点を把握し
やすい。

集中講座で行っているアン
ケートの学部間共通外国語全
般に関する設問について，実
際の授業計画に反映しきれて
いない。

フリー回答欄以外の項目
についても，授業の改善
につながる設問を追加し
ていく。

通常の授業でも学部
間共通外国語独自の
アンケートを作成・
実施し，担当教員へ
のフィードバックや
委員会での報告を行
い，授業計画に反映
させる仕組みを作
る。

3-49-3　2013年度夏期集中講座ア
ンケート結果
3-49-4　2013年度春期集中講座ア
ンケート結果
3-49-5　2013年度学部間共通外国
語夏期集中講座アンケート
3-49-6　2013年度学部間共通外国
語春期集中講座アンケート

Alt＋Enterで箇条書きに

　　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対
応）

H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

　　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

教員の資質向上のための研修・諸活動（ＦＤ）の実施状況とその有効性

b ●教育研究，その他の諸活動（※）
に関する教員の資質向上を図るた
めの研修等を恒常的かつ適切に
行っているか。

（※）社会貢献，管理業務などを含
む『教員』の資質向上のための活
動。『授業』の改善を意図した取組み
については，「基準４」（３）教育方法
で評価します。
　　　　　　　　【６００～８００字】

　例年４月の年度初めに全語種の科目担当者懇談会を設けている。懇談会に
は当委員会の委員も立合い，質疑応答及び意見交換をおこなうことで，学部
間共通外国語の理念についていっそうの理解を促し，議論している。2014年
度は4月3日に開催し，学部間共通外国語に関する情報共有（履修登録手続き
について，授業の進め方等）をおこなった。【3-49-7】
　2014年度より英会話について名称変更及び，シラバス・教科書の統一化を
行い,教育内容・方法を新たに定め，各英会話科目の到達目標を新たに定義づ
けした。この改革について理解し，実践してもらうため，計２回のFD
Meetingを英語種担当者に対して開催した。その中で授業の進め方や，教科書
の使い方などについて，指導・情報共有をした。【3-49-8】

英語種については，授
業レベルごとにシラバ
スの統一化・教科書の
共通化を行うことで，
同レベル間の授業にお
いて，学生に平等な授
業内容の提供が可能と
なった。

学部間共通外国語は会話科目
を中心に設置しているため，
ネイティブ･スピーカーであ
る外国人兼任教員が授業の大
半を担当している。兼任教員
陣に対し本学の教育理念・共
通外国語の理念等についてさ
らなる周知徹底が必要であ
る。また，ネイティブ･ス
ピーカーの教員については，
文化および習慣の違いから，
授業中，学生との間でコミュ
ニケーションの齟齬を生じさ
せないよう引き続き，配慮し
ていく必要がある。
また，統一の教科書を用いた
授業の仕方に担当講師がまだ
慣れておらず，授業の進め方
に不安があるとの声が聞かれ
ている。

シラバスの統一化・教科
書の共通化を他語種にも
広げていく。

学生と教員のトラブ
ルを避けるため誤解
を招かない表現での
シラバスを作成をし
てもらうよう，引き
続き担当教員に依頼
する。
また，統一教科書へ
の不安解消のため，
引き続きFDを行い，
担当講師の意見も聞
き，次年度のシラバ
ス作成や今後のＦＤ
に活かしていく。

ネイティブ･スピー
カーの教員について
は，文化および習慣
の違いから，授業
中，学生との間でコ
ミュニケーションの
齟齬を生じさせない
よう引き続き配慮し
ていく。

3-49-7　2014年度学部間共通外国
語担当者懇談会開催について
3-49-8　2013年度学部間共通外国
語担当者懇談会開催について
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第４章　教育内容・方法・成果   １.教育目標，学位授与方針，教育課程の編成・実施方針

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（２）教育目標に基づき教育課程の編成・実施方針を明示しているか。

a ◎学生に期待する学習成果の達
成を可能とするために，教育内
容，教育方法などに関する基本的
な考え方をまとめた教育課程の編
成・実施方針を設定していること。
　　　　　　　　　　　　【約６００字】

　本委員会の教育目標は，各学部に設置されている外国語科
目をサポートしつつ，より多面的な語学能力を向上させ，世
界へ-『個』を強め，世界をつなぎ，未来へ」という本学の
教育理念に基づき，「真の国際感覚」を持った「個」を育成
することである。
　「各学部に設置されている外国語科目をサポート」すると
いう教育目標に基づき，「会話・コミュニケーション」に重
きを置いた科目を多く設置している。例えば近年では，本学
の学部カリキュラムにおいて，初習外国語としての「スペイ
ン語」の科目が充実してきた背景をうけ，学部間共通外国語
では「スペイン語ⅠＡ・ⅠＢ」「スペイン語ⅡＡ・ⅡＢ」に
加え「スペイン語会話ⅠＡ・ⅠＢ」「スペイン語会話ⅡＡ・
ⅡＢ」を設置している。
　また，「多面的な語学能力の向上」という教育目標に基づ
き，学部カリキュラムに設置されていない科目を充実させて
おり，「イタリア語」「アラビア語」「ラテン語」「ギリシ
ア語」などを開講している。
　教育課程の編成として，本学は2004年度より半期制を実施
しており，学部間共通外国語科目も，大学のルールに則り半
期１単位とする授業を設置している。
　長期休暇中に開講する集中講座については，授業時間を60
時間確保し２単位を与えている。
　科目区分，必修・選択の別については，学生の所属学部･
入学年度によって異なるため，「共通外国語シラバス」およ
び「各学部シラバス・便覧」に明示している。単位数は「共
通外国語シラバス」で明示している。【1-49-2】

・「コミュニケーション」に重
きを置いた科目を設置すること
で，学部間共通外国語としての
強みを発揮するとともに，学部
の語学科目を補完している。
 「イタリア語」「アラビア
語」「ラテン語」「ギリシア
語」などを開講し，学部カリ
キュラムにない科目の提供がで
きている。

・近年，学部に設置さ
れている外国語科目が
多様化してきており，
それらの学部科目と学
部間共通外国語の違い
すなわち学部間共通外
国語の個性を発揮しづ
らくなってきている。
・各科目のコマ数につ
いて「昨年通り」とす
ることが恒常化してお
り，十分な議論がなさ
れていない。

さらなる「会話」「コ
ミュニケーション」科目
の充実。

・学部の科目との違い
を明確化し，「学部間
共通外国語」特色を生
かした教育目標・科目
設置方針について，随
時学部間共通外国語教
育運営委員会にて検討
する。次年度の年度計
画書の審議を行ってい
る6月開催の会議時お
いては方針を議論して
いく
・「学部の科目の補
完」という学部間共通
外国語の趣旨から，学
部にない「会話」を中
心とした科目を随時設
置していく。

1-49-2　2013年度学部間共通外
国語シラバス(既出)

（３）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針が，大学構成員（教職員及び学生等）に周知され，社会に公表されているか

a ◎公的な刊行物，ホームページ等
によって，教職員・学生ならびに受
験生を含む社会一般に対して，学
位授与方針，教育課程の編成・実
施方針を周知・公表していること。
　　　　　　　　　　　　【約１５０字】

　周知方法と有効性について、新入生に対してはガイダンス
期間にシラバスの配付, Oh-o!meiji（明治大学独自のポータ
ルシステム）で学生のポータルページへのお知らせを流すな
どし，学部間共通外国語科目について周知している。
　また集中講座はＶＴＲを使用した説明会を開催しているほ
か，各語種科目担当者や委員に授業内で紹介をしてもらうこ
とで，学生に対し受講のきっかけを作っている。
　また，学部を超えて横断的に履修できる科目である事を学
生により知ってもらうため，2008年度から使用しているＭＬ
Ｐ（Meiji Language Program）というニックネームをシラバ
ス等で前面に押し出し，「授業中の異文化体験！」という
キャッチフレーズも用い，親しみやすさをアピールしてい
る。【1-49-1】実際に窓口を訪れる学生で「ＭＬＰ」という
名称を使う学生が増えてきている。
社会への公表方法として、ホームページでの周知【1-49-3】
のほか，おもに高校生対象に配付している本学ガイドブック
【4(1)-49-3：140頁】内に共通外国語のページを設け明治大
学全体の外国語教育と合わせてアピールしている。

1-49-3　明治大学外国語教育
ホームページ
http://www.meiji.ac.jp/edu/f
oreign/jikan/syllabus.html
(既出)
4(1)-49-1　2014年度明治大学
ガイドブック，140頁

（４）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●教育目標，学位授与方針および
教育課程の編成・実施方針の適
切性を検証するにあたり，責任主
体・組織，権限，手続を明確にして
いるか。また，その検証プロセスを
適切に機能させ，改善につなげて
いるか。

委員会執行部においては，教育目標について議論される機会
は多いが，委員会全体として教育目標の定期的な検証は十分
とは言えない。

Alt＋Enterで箇条書きに

　　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況
を
　　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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第４章　教育内容・方法・成果   ２. 教育課程・教育内容

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対
応）

H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育課程の編成・実施方針に基づき授業科目を開設し体系的に編成しているか

必要な授業科目の開設状況

a ◎ＣＰに基づき，必要な授業科目
を開設していること。
　【６００字～８００字程度】

　学部間共通外国語科目では，４キャンパスで半期合計約130のクラスが
ある。会話科目を中心に科目を開設しているが，学部に設置されていな
いラテン語･ギリシア語・アラビア語等も設置しており，学生に多様な学
習機会を提供している。【4(2)-49-1】学部横断で設置されている科目で
あるため,本学学生であれば４キャンパスのうちいずれのキャンパスでも
受講可能としている。【1-49-2：２頁】クラスはレベル別に開設されて
おり，学生は実力にあったレベルの授業を受講することで，高い学習効
果を得ることができる。
　長期休暇中の特別講座として,夏季休暇中には和泉キャンパスにて，
「夏期集中講座」（英会話･ドイツ語会話･フランス語会話･中国語会話の
4語種）が開講しているほか，協定校（カナダ・ヨーク大学，マクマス
ター大学，イギリス・シェフィールド大学，ケンブリッジ大学）への短
期語学研修留学も学部間共通外国語科目として単位認定している。ま
た，春季休暇中には，清里セミナーハウスで合宿型の「英会話春期集中
講座」を開講している。学生の，資格試験受験対策を目的とした科目と
して，「資格英語」「資格ドイツ語」「資格フランス語」「資格中国
語」の４科目を設置しており，留学や就職の際に必要なスキル修得をサ
ポートできる科目を設置している。これらの科目は学部によっては卒業
に必要な単位数に算入することが可能である。

・各語種，レベル別の科目を用
意し，そのレベルをシラバスで
明示しているため，学生は何年
次からであっても「学びたい」
と思った時の自身のレベルに合
わせた科目を選択することがで
きる。ほとんどの科目がグレー
ド制になっているため，履修計
画を立てやすい。
・駿河台・和泉・生田・中野す
べてのキャンパスにおいて科目
を設置し，どのキャンパスの開
講科目も履修できるため，学生
の選択肢の幅が広い。

　・学生のニーズ（履修者
数）に見合った科目設置が
十分ではない。例えば，生
田キャンパス，中野キャン
パスにおいては履修者が極
度に数少ない科目があり，
学生が受けやすい環境（曜
日時限変更等）の整備や，
設置科目の再検討を行う必
要がある。
　・グレード制により科目
の体系はわかりやすくは
なっているが，学生がより
履修計画を立てやすくする
ために，履修モデルの作成
やナンバリングなどを導入
するなど改善の余地があ
る。

キャンパス移動のしやすい時限での
設置。
同レベルの授業間の成績評価基準，
授業内容の統一，ガイドラインの徹
底を行い，レベルの差が生じないよ
うにしていく。

2014年度の中野キャ
ンパスにおいての学
部間共通外国語科目
の設置コマ数につい
て審議する。

・時間割の適正化
学生の履修者数推移を分析
しながら，開講キャンパ
ス･曜日･時限，開講科目の
変更により，学生が受けや
すい環境を整える。
・多様な科目設置と実践的
会話能力の強化
学部では設置されていない
外国語科目を設置し多様な
学習機会を提供する。なか
でも「会話クラス」は学部
間共通外国語の特長である
ため，引き続き充実させて
いく。
・授業科目ナンバリングを
検討をするなど科目全体の
体系化していく。

4(2)-49-1 2013年度学部間共通外
国語開講科目一覧
1-49-2 2013年度学部間共通外国語
シラバス　２頁【特長】

b ◎幅広く深い教養及び総合的な
判断力を培い，豊かな人間性を
涵養する教育課程が編成されて
いること
　【２００字～４００字程度】

　４キャンパスで11語種の科目が設置されており【4(2)-49-1】，幅広い
語学の学習機会を提供している。
　また，長期休暇中に行われる「夏期集中講座」や「春期集中講座」
は，集中的に会話を学ぶことで，国内にいながら留学しているかのよう
な体験ができる講座となっている。
　その他，学生の資格試験受験対策を目的とした科目として，「資格英
語」「資格ドイツ語」「資格フランス語」「資格中国語」の４科目を設
置しており，留学や就職の際に必要なスキル修得をサポートできる科目
を設置している。

　集中講座では，ネイティブに
よる少人数授業により短期間で
学習効果を上げている。またこ
れらの講座について長期留学へ
の準備のために受講する学生
や，これらの講座をきっかけに
留学に興味を示す学生もおり，
学生の学習意欲の促進の一助と
なっている。

特に上級クラスでの，留学準備を意
識し，海外の大学での授業の形式等
に慣れるような授業内容の拡充を図
る。

4(2)-49-1 2013年度学部間共通外
国語開講科目一覧(既出)

順次性のある授業科目の体系的配置（履修体系図やコース系統図の明示，科目相関図，４年間の履修モデル，適切な科目区分など）

c ●教育課程の編成実施方針に
基づいた教育課程や教育内容
の適切性を明確に示している
か。（学生の順次的・体系的な履
修への配慮）
　　　　　【約４００字】

　原則全ての言語で授業の難易度に応じて「Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」のグレード制
を設けている。グレード科目に対し「原則として履修順序はグレードの
順とする」「異なるグレードを同時に履修することはできない」という
履修ルールを設け，科目の順次性を保っている。【1-49-2：２～５頁】
　また，シラバスにおいて各語種のクラスのグレード別に，「現在のレ
ベル」「到達レベル」を明示している。【1-49-2：33-35頁，89-91頁，
101-103頁，113-114頁，131-137頁】

「学部間共通外国語科目」は会
話中心の科目であり，履修時に
は能力別クラス編成を行い，原
則全ての科目にグレード制
（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）」を設けて段階
的履修を担保している。
　グレードごとに現在のレベル
と到達レベルを設定しているた
め，どのグレードから履修をす
るべきか，どのレベルを目指す
かということを判断できるよう
になっている。

ナンバリングの検討も含め，各科目
のグレードの明確化。

1-49-2 2013年度学部間共通外国語
シラバス，２～５頁，「Ⅱ　学部
間共通外国語とは・Ⅲ　履修案
内」
1-49-2　2013年度　学部間共通外
国語シラバス３３－３５頁，８９
－９１頁，１０１－１０３頁，１
１３－１１４頁，１３１－１３７
頁

教育課程の適切性の検証プロセスの明確化とその有効性

d ●教育課程の適切性を検証する
にあたり，責任主体・組織，権
限，手続を明確にしているか。ま
た，その検証プロセスを適切に
機能させ，改善につなげている
か

「学部間共通外国語」の検証プロセスについては，「学部間共通外国語
教育運営委員会」が検証主体を担い，年４回委員会を開催している。６
月の委員会にて，前年度の履修者数等を報告，現状を把握したうえで10
月の委員会において，次年度の授業計画（設置コマ数，開設科目等）を
検討し，１月の委員会において次年度の授業計画を確定している。

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対
応）

H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）教育課程の編成・実施方針に基づき各課程に相応しい教育を提供しているか

教育目標や教育課程の編成・実施方針に沿った教育内容（何を教えているのか）

a ◎何を教えているのか。どのよう
に教育目標の実現を図っている
のか。
　　　　　　　　【4００字程度】

　会話・コミュニケーションに重きを置いた科目を多く設置することで
「各学部に設置されている外国語科目をサポート」するという教育目標
の実現を図っている。例えば近年では，本学の学部カリキュラムにおい
て，初習外国語としての「スペイン語」の科目が充実してきた背景をう
け，学部間共通外国語では「スペイン語ⅠＡ・ⅠＢ」「スペイン語Ⅱ
Ａ・ⅡＢ」に加え「スペイン語会話ⅠＡ・ⅠＢ」「スペイン語会話Ⅱ
Ａ・ⅡＢ」を設置している。また，長期休暇中に開講する「夏期・春期
集中講座」では，学部の授業がない期間に会話を重点におく科目を学習
する機会を提供しており，学部での授業の補完をしている。
　また，学部カリキュラムに設置されていない科目を充実させ，「イタ
リア語」「アラビア語」「ラテン語」「ギリシア語」などを開講するこ
とで「多面的な語学能力の向上」という教育目標の実現を図っている。

特色ある教育プログラムの内容とその効果（当該学部等固有のプログラムやＧＰ採択事業など）

b ●特色，長所となるものを簡潔
に記述してください。
　　　【２００字～４００字程度】

特長的な科目としては「夏期・春期集中講座」があげられる。「夏期集
中講座」は，夏期休暇中に本学キャンパス内で英会話･ドイツ語会話･フ
ランス語会話･中国語会話の４語種を開講している。これらは，主にネイ
ティブ・スピーカーの教員が担当し，少人数で集中的に行われる。英語
クラスでは午前中にレベル別授業で「英語を学び」，午後はドラマ，
ニュースペーパー，プレゼンテーション等の「Option Class」において
「英語で学ぶ」授業が行われ，短期間で学習効果を上げている。【4(2)-
49-2】また，夏期休暇中の語学力を高めるプログラムの幅を広げ，「海
外語学研修プログラム」（カナダ・ヨーク大学及びマクマスター大学，
イギリス・シェフィールド大学及びケンブリッジ大学）を学部間共通外
国語の単位として認定している。春期休暇中には清里セミナーハウスに
て英会話の「合宿型集中講座」を開講し，合宿中ほぼ英語のみを使用
し，日常会話を実践する場として効果を上げている。2013年度は，夏期
集中講座では４語種で190名，春期英会話集中講座では64名が参加した。
講座最終日にはクラスごとに分かれて成果発表会（プレゼンテーショ
ン，外国語劇，調べ学習等）を行って成果を相互に確認している【4(2)-
49-3】

4(2)-49-2 学部間共通外国語2013
年度夏期集中講座，同OptionClass
シラバス
4(2)-49-3 学部間共通外国語2013
年度春期集中講座募集要項
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第４章　教育内容・方法・成果   ３.教育方法

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育方法及び学習方法は適切か

教育目標や教育課程の編成・実施方針と授業形態（講義科目、演習科目、実験実習科目、校外学習科目等）との整合性

a ◎当該付属機関の教育目標を達
成するために必要となる授業の
形態を明らかにしていること
　　　　　　　【約８００字】

　学生のコミュニケーション能力を中心とする外国語能力
の向上を目指すため，会話科目については，原則としてネ
イティブの講師が担当している。また，各クラス定員を設
けており，少人数での授業を行っている。
　また，長期休暇中に実施される集中講座について，夏期
集中講座（通い型）においては，和泉キャンパスで土日を
除く１０日間，春期集中講座（合宿型）においては清里セ
ミナーハウスで７泊8日で集中的に，主にネイティブ講師か
ら会話を学べる講座が開講されており，外国語でのコミュ
ニケーション能力を効果的に学習できるようになってい
る。また英会話集中講座及び一部の通年開講授業では，パ
ソコンを利用して海外ニュース･映像等の上映，雑誌編集・
作成，ビデオ作成などを実施しており，本学の充実したマ
ルチメディア機器・施設を利用した多様な授業形態を提供
している。

・ネイティブの講師が会
話科目は担当しているた
め，本場の発音・表現方
法を学ぶことができてい
る。
・各科目定員を設けるこ
とで適正人数での授業が
可能となっている。
・マルチメディア機器を
利用した多様な授業形態
は，学生に好評を得てい
る。
・「集中講座」について
は特に双方向的な授業展
開ができていることか
ら，受講生のリピーター
率が高い。

アンケート実施による適正
人数の見直しを行い，各語
種のレベルについても学生
の需要を判断し適宜増減を
図る。
集中講座のリピーター学生
に飽きのこない授業内容と
するため，新しい取り組み
や授業の工夫をコーディ
ネータや講師と考え，実施
をお願いしていく。

b ●教育課程の編成・実施方針に
基づき，各授業科目において適
切な教育方法を取っているか。
　　　　　　　　【約４００字】

　上述の通り，学生のコミュニケーション能力を中心とす
る外国語能力の向上を目指すため，会話科目については，
原則としてネイティブの講師が担当している。また，各ク
ラス定員を設けており，少人数での授業を行っている。
　また，学部の通常授業が行われていない長期休暇中に実
施される集中講座では，集中的にネイティブ講師から会話
を学べる講座が開講されており，外国語でのコミュニケー
ション能力を効果的に身に着けることができるようになっ
ている。
　学生の資格試験受験対策を目的とした科目として，「資
格英語」「資格ドイツ語」「資格フランス語」「資格中国
語」の４科目を設置しており，留学や就職の際に必要なス
キル修得をサポートできる科目を設置している。

履修科目登録の上限設定、学習指導・履修指導（個別面談、学習状況の実態調査、学習ポートフォリオの活用等）の工夫

c ◎１年間の履修科目登録の上限
を５０単位未満に設定しているこ
と。これに相当しない場合、単位
の実質化を図る相応の措置が取
られていること。
　　　　　　　　【約２００字】

　履修科目登録の上限単位数については学生の所属する学
部ごとに異なる。修得上限単位数は学部間共通外国語の科
目ごとに設けており，シラバスで明示している。【1-49-
2：9－12頁】

1-49-2　2013年度　学部間共通外国
語シラバス，9-11頁

d ●履修指導（ガイダンス等）や学
習指導（オフィスアワーなど）の工
夫について，また学習状況の実
態調査の実施や学習ポートフォリ
オの活用等による学習実態の把
握について工夫しているか。
　　　　【約２００字～４００字】

共通外国語独自のガイダンスなどは行っていないが，履修
方法についてはシラバスに詳細に記述をし，また，Oh-
o!Meijiで学生に履修上の注意等を周知している。

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

学生の主体的参加を促す授業方法（学習支援､ＴＡの採用、授業方法の工夫等）

e ●学生の主体的な学びを促す教
育（授業及び授業時間外の学
習）を行っているか。
　　　　　【なし～８００字】

「夏期・春期集中講座」は，定員を設定した「少人数授
業」による会話科目で構成され，主にネイティブスピー
カーの講師が担当する。夏期・春期集中の英語講座では，
午前中にレベル別授業で「英語を学び」，午後はドラマ，
プレゼンテーション，ニュースペーパー等の「Option
Class（選択科目）」で「英語で学ぶ」授業が行われる。オ
プションクラスでは，例えばマルチメディアを活用し，全
編英語でのショートムービーを企画・台本作成・撮影まで
学生自身が行い，「You-tube」に公開する等の教育方法が
取られている。【4-(2)-49-2】
春季休暇中に行われる本学清里セミナーハウスでの７泊８
日の合宿型の「春期集中講座」では，授業時間以外も「日
本語禁止」のルールを設け，館内放送もすべて英語であ
り，学生が英語を使うための仕組みを作っている。講座に
同行する大学院学生ＴＡ３名が英語による生活・学習全般
のサポートをしている。これら科目では「英語を勉強す
る」のではなく「英語で勉強する」という実践的プログラ
ムを大学独自に開発し，提供している【4(2)-49-3】

春期集中講座は，清里セ
ミナーハウスでの合宿型
講座で，授業時間以外で
も「日本語禁止」のルー
ルのもと生活をするた
め，「気分はプチ留学」
というキャッチフレーズ
の通り，国内にいながら
留学体験ができる。これ
をきっかけに留学したい
と考える学生も多く，学
生の主体的な学びを促進
している。【3-49-4】

留学準備の手助けとなるよ
うな授業内容とするため，
海外の大学の授業形態に合
わせたり，講義内容の見直
しをおこなう。
カナダのヨーク大学からく
る英語の教授法を学ぶ大学
院生を活かし，彼らに担当
してもらう授業の拡充や，
海外の大学での学び方を学
生に見せるなどの機会を増
やしていく。

4(2)-49-2　2013年度夏期集中講座
OptionClassシラバス（既出）
4(2)-49-3　2013年度学部間共通外国
語英会話春期期集中講座募集要項
（既出）
3-49-4　2013年度学部間共通外国語
英会話春期期集中講座アンケート結
果（既出）

（２）シラバスに基づいて授業が展開されているか

a ◎授業の目的､到達目標、授業
内容・方法、1年間の授業計画、
成績評価方法・基準等を明らか
にしたシラバスを、統一した書式
を用いて作成し、かつ、学生があ
らかじめこれを知ることができる
状態にしていること　【約３００字】

　共通外国語のシラバス原稿の作成において，執筆要領を
もうけている。【4(3)-49-1】なお，英語種のシラバスは英
語で記載されている。
　完成したシラバスは，ガイダンスや各学部窓口で学生に
配布されており，その内容を見ることができている。ま
た，2014年度より，シラバスの講義内容部分をPDF化し，大
学ホームページより閲覧できるようになっている。

・シラバスには各回の講
義内容を記載すること
で，より詳しい授業内容
を学生に周知できてい
る。
・2014年度より，授業内
容については，PDFで大学
HPからいつでもどこでも
見ることができるように
し，広く知らせることが
できる上，ネット環境が
あればどこでも閲覧でき
るようになった。

大学HPを通して，気軽に閲
覧できる環境になったこと
の周知をより一層行い，学
生の認知度を上げるなど，
宣伝活動をより活発に行っ
ていく。

4(3)-49－1 2014年度ＭＬＰ学部間共
通外国語シラバス原稿の作成につい
て（お願い）

b ●シラバスと授業方法・内容は整
合しているか（整合性，シラバス
の到達目標の達成度の調査，学
習実態の把握）。
　　　　　　　　【約４００字】

各教員は定期試験または毎回の授業の小テスト等で学生の
学習到達度を確認している。また，前期・後期1回ずつ全教
員を対象におこなう「授業評価アンケート」では，学生に
対し「シラバスに示されていた学習目標，内容と合致して
いましたか」といった設問がもうけられている。【4(3)-49
－2】

4(3)-49－2 4.学生による授業改善の
ためのアンケート

c ●単位制の趣旨に照らし、学生
の学修が行われるシラバスとな
るよう、また、シラバスに基づいた
授業を展開するため、明確な責
任体制のもと、恒常的にかつ適
切に検証を行い、改善につなげ
ているか。
　　　　　　　　　【約４００字】

　上述の通り，執筆要領をもうけ，シラバスの原稿の作成
について，ルールを提示している。また，執筆後は校正段
階で各語種の語種代表にシラバスの内容について確認して
もらっている。【4(3)-49-3】
　シラバスに基づく授業の展開については，明確には管理
ができていないが，「授業評価アンケート」に「シラバス
に示されていた学習目標，内容と合致していましたか」と
いった設問がもうけられており，その結果は担当教員に知
らされている。

実際の授業運営は各教
員に任されているた
め，明確にシラバスに
基づいた授業が行われ
ているか，ということ
は検証ができていな
い。

共通外国語独自の学生
向けのアンケートを作
成し，シラバスに基づ
いた授業がなされてい
るかを調査を行う。

4(3)-49-3　２０１４年度学部間共通
外国語シラバス初校原稿の確認につ
いて（お願い）
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現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（３）成績評価と単位認定は適切に行われているか

a ◎授業科目の内容、形態等を考
慮し、単位制度の趣旨に沿って
単位を設定していること。（成績
基準の明示，授業外に必要な学
習内容の明示，ミニマム基準の
設定等，（研究科）修士・博士学
位請求論文の審査体制）
　　　　　　　　　【約４００字】

　単位制度の趣旨に沿って以下の通り設定している。
・通常科目は１週２時間，15週（30時間）で１単位。
・半期集中科目は週２回の授業，１週４時間で２単位。
・集中講座は３０時間を１単位とし，１講座をもって２単
位。
　また，S（100～90点），A（89～80点），B（79～70
点），C（69～60点），F（59点以下），T（未受験）で評価
し，C以上の成績を収めることが単位修得の条件となってい
る。【4(3)-49-8：３頁】
　成績評価方法については，シラバス上に担当教員が明示
し，学生に周知している。会話の授業については，筆記試
験ではなく，スピーチテストや出席率が評価の対象となる
ことも多く，それらの評価項目の割合については，担当教
員がシラバスで明確に示している。
夏期集中講座においても，2013年度より４語種共通の成績
評価基準をもうけ，募集要項や講座プログラム等に記載し
周知している。【4(3)-49-4】

1-49-2 2013年度　学部間共通外国語
シラバス，３頁（既出）
4(3)-49-3　２０１４年度学部間共通
外国語シラバス初校原稿の確認につ
いて（お願い）（既出）
4(3)-49-4　学部間共通議国語夏期集
中講座成績評価基準について

b ◎既修得単位の認定を大学設置
基準等に定められた基準に基づ
いて、適切な学内基準を設けて
実施していること。
　　　　　　　　【約１００字】

　学部間共通外国語科目は全学部に共通の科目として設置
されており，科目によっては，修得した単位を学部のルー
ルにより卒業要件または学部の科目として振替えることが
可能である。それらは各学部教授会の判断により決定され
ており，詳細は各学部便覧またはシラバスの履修案内に明
示されている。

（４）教育成果について定期的な検証を行い，その結果を教育課程や教育内容・方法の改善（授業に関わるＦＤ活動）に結びつけているか

a ◎教育内容・方法等の改善を図
ることを目的とした、組織的な研
修・研究の機会を設けているこ
と。
　　　　　　　　　【約８００字】

　毎年４月の第一回学部間共通外国語教育運営委員会の後
に，委員と学部間共通外国語の担当教員を集め，懇親会を
行っている。そこでは，新年度履修手続き等に関する説明
や，成績評価に関しての説明などを行い，情報共有を行っ
ている。
　英語種については2014年度より英会話について名称変更
及び，シラバス・教科書の統一化を行い,教育内容・方法を
新たに定め，各英会話科目の到達目標を新たに定義づけし
た。この改革について理解し，実践してもらうため，授業
に計２回のFD Meetingを英語種担当者に対して開催した。
その中で授業の進め方や，教科書の使い方などについて，

【 】

3-49-8 ＦＤ招待状（既出）

b ●授業アンケートを活用して教育
課程や教育内容・方法を改善し
ているか。
　　　　　　　　【約４００字】

 「学部間共通外国語科目」では，通常の授業については授
業改善のためのアンケートを使用して，学生にアンケート
を実施し，各講師に結果を報告している。
夏期・春期集中講座については学生に独自のアンケートを
とっており，委員会及び担当講師にフィードバックし次年
度の改善に役立てている。
また，2013年度より，集中講座で実施するアンケートに集
中講座に関する設問のほかに，学部間共通外国語全般に関
する設問を追加し，学部間共通外国語の認知度やイメージ
を問う他，フリー記述欄を設け学生に感想や要望を記入し
てもらっている。【3-49-5】【3-49-6】

集中講座後のアンケート
では，フリー回答欄を多
く設け，自由に意見を書
いてもらっているため，
学生のニーズを適切に把
握する事ができ，改善点
を把握しやすい。

集中講座で行っている
アンケートの学部間共
通外国語全般に関する
設問について，実際の
授業計画に反映しきれ
ていない。

フリー回答欄以外の項目に
ついても，授業の改善につ
ながる設問を追加してい
く。

通常の授業でも学部間
共通外国語独自のアン
ケートを作成・実施
し，担当教員への
フィードバックや委員
会での報告を行い，授
業計画に反映させる仕
組みを作る。

3-49-5　2013年度学部間共通外国語
夏期集中講座アンケート（既出）
3-49-6　2013年度学部間共通外国語
春期集中講座アンケート（既出）

c ●教育内容・方法等の改善を図
るための責任主体・組織，権限，
手続プロセスを適切に機能させ､
改善につなげているか　　　　【約
４００字】

　シラバスの校正の段階で，各語種の語種代表が責任者と
して，講義内容を確認している。
　改善を図るための取り組みとして，英語種については，
2014年度より「英会話」→「English Communication」，
「国際理解講座（英語圏）」→「Intercultual
Communication」の名称変更を行うとともに，これらの科目
について，統一のシラバス・教科書の使用により授業内容
が統一化され，教育内容・方法を新たに定め，各英会話科
目の到達目標を新たに定義づけした。この変更に伴って，
委員長を中心に，英語種の講師に対して，授業の進め方や
教科書の使い方について2回のFDを行った。【3-49-8】

　2014年度は，統一化
の初年度であったた
め，教科書の使い方や
授業の運用に仕方につ
いて，戸惑いのある講
師がいる。

　2014年度春学期の授
業終了時期に，再度FD
を実施し，現場の講師
の声も取り入れなが
ら，教科書の使い方や
授業の進め方について
再検討していく。

他語種についても，委
員会・語種代表を中心
に授業内容を管理でき
る体制を検討してい
く。

3-49-8 ＦＤ招待状（既出）
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第４章　教育内容・方法・成果   ４. 成　果

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育目標に沿った成果が上がっているか

a ●課程修了時における学生の学
習成果を測定するための評価指
標を開発し，適切に成果を測るよ
う努めているか。
　　　　　　　　【なし～４００字程度】

本章第１項「教育目標，学位授与方針，教育課程の編成方針」
に示したように，本学の理念・目的を達成するために，本委員
会では人材養成目的（教育目標）を定め，この実現のために，
教育方法・内容の工夫等をおこなっている（本章第１項参
照）。学習成果の測定基準は，本委員会が目指す人材像の実現
に向けて，科目ごとに，具体的な到達目標（レベル）を設定し
ている。これらの到達目標（レベル）は「2013年度学部間共通
外国語シラバス」内の「科目紹介」のページで明示している
【1-49-2：33-35頁，89-91頁，101-103頁，113-114頁，131-
137頁】

1-49-2　2013年度　学
部間共通外国語シラバ
ス33-35ページ，89-91
頁，101-103頁，113-
114頁，131-137頁3-
49-8 ＦＤ招待状（既
出）

c ●学生の自己評価，卒業後の評
価（就職先の評価，卒業生評価）
を実施しているか
　　　　　　　　【約４００字～６００
字】

　共通外国語独自では実施していないが，授業評価アンケートの
中で，「あなたは講義を熱心に受講したと思いますか」「この授
業で新しい知識や考え方を得ることはできましたか」「あなたの
この授業に対する自己採点は何点ですか」といった自己評価につ
いて学生にアンケートを取っている。【4(3)-49-2】

4(3)-49-2 学生による
授業改善のためのアン
ケート Ⅲ自己評価の
設問(既出)

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の
    達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている
点

F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている
点」

に対する発展計画
G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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第６章　学生支援

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学生が学修に専念し，安定した学生生活を送ることができるよう学生支援に関する方針を明確に定めているか

b ●方針に沿って，修学支援のた
めの仕組みや組織体制を整備
し，適切に運用しているか。
　○留年者，休退学者の状況把
握と対応
　○障がいのある学生に対する対
応
　○外国人留学生に対する対応
　○学生支援の適切性の確認
　　　　　【約４００字～８００字程
度】

　留年者及び休・退学者の状況把握と履修指導・学習指導の適
切性
について、学部間共通外国語科目の特徴として，①学年・学
部・所属キャンパスに関係なく履修ができる点，②クラスはレ
ベル別で，現在のレベル及び到達目標をシラバスにて明記して
おり,学生はレベルや到達目標に合わせて科目を選択できる点が
あげられる。この２点より，留年者は気軽に履修することが出
来る。また，それぞれの科目に定員を設け，少人数教育を推進
している為，教員は学生と非常に近い距離で学習指導を行なう
ことができている。【№1-49-2：２頁】
　障がいのある学生に対する修学支援措置の適切性について、
２０１３年度は１名の視覚障がいのある学生を履修者として受
け入れた。教員には学部事務室より，授業配慮願の文章を配付
し，テキストやプリントを事前に事務室へ提出してもらいデー
タ化されていないものは学内の「障がい学生学習支援チーム」
がデータ化して，学生へ事前配付するなど，授業をスムーズに
受けられるよう，配慮・準備をした。

合宿形式でおこなってい
る「英会話集中講座」に
ついては英語の堪能な大
学院生ＴＡを3名採用
し，講座に同行させてお
り，学生へのきめ細やか
な学習サポートが可能と
なっている。

近年では，学習のサポー
トだけでなく，学生の生
活の上でのメンタル面の
サポートも必要になって
きている傾向にあるの
で，TAの業務の明確化
や，緊急対応時のマニュ
アルの作成を行い，TAに
よるサポート力の強化を
行う。

1-49-2　2013年度学部間共通外
国語シラバス，２頁（既出）

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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第９章　管理運営・財務　　１．管理運営

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の理念・目的の実現に向けて，管理運営方針を明確に定めているか。

a ●意思決定プロセスや，権限・責
任（教学と法人の関係性），中長
期的な大学運営のあり方を明確に
した管理運営方針を定めている
か。
●方針を教職員が共有している
か。

　明治大学学部間共通外国語教育運営委員会規程【1-49-1】
に基づき，学部間共通外国語科目における外国語教育の充実
とその円滑な運営を図るため，教務部委員会の下に専門部会
として，管理運営している。教務部全体に関わる事項につい
ては，教務部委員会へ報告・審議依頼をする。
　中・長期的な管理運営方針の策定と大学構成員への周知と
して、明治大学学部間共通外国語教育運営委員会規程に基づ
き，管理運営している。
　意思決定プロセスの明確化としては、委員会で審議，承認
された事項について，教務部全体に関わる事項については，
本学教務部委員会にて報告または審議をおこなっている。
　委員会の権限と責任の明確化として，運営委員会は以下に
掲げる事項について審議する。
1)　学部間共通外国語教育の計画，立案に関する事項
2)　学部間共通外国語教育の実施に関する運営上の事項
3)　科目担当者の予備的選考に関する事項
4)　教科内容に関する事項
5)　その他学部間共通外国語教育に関して運営委員会が必要
と認めた事項

1-49-1　明治大学学部間共
通外国語教育運営委員会規
程（既出）

（２）明文化された規程に基づいて管理運営を行っているか

a ◎関連法令に基づく管理運営に
関する学内諸規程の整備とその
適切な運用

　関連法令に基づく管理運営に関する学内諸規定の整備とそ
の適切な運用として，当委員会は，明治大学学部間共通外国
語教育運営委員会規程に基づき，管理運営している。
　委員長等の権限と責任の明確化として，明治大学学部間共
通外国語教育運営委員会規程により次のとおり定めている。
1)　運営委員会に，委員長及び副委員長各１名を置く。
2)　委員長及び副委員長は，委員の互選により選出する。
3)　委員長は，会議の議長となり，その運営の任に当たる。
4)　副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故あるとき
は，その職務を代行する。
　委員長等の選考方法の適切性としては，委員長及び副委員
長は，委員の互選により選出する。

（３）付属機関等の業務を支援する事務組織が設置され，十分に機能しているか

a ●事務組織の構成と人員配置の
適切性
●検証プロセスを適切に機能さ
せ，改善につながっているか

　学部間共通外国語科目は，駿河台，和泉，生田，中野の４
キャンパスで授業をおこなっており，事務担当者も４キャン
パスに配置している。駿河台キャンパスでは教務事務室，和
泉キャンパスでは和泉教務事務室，生田キャンパスでは生田
キャンパス課が，中野キャンパスでは中野キャンパス事務室
が担当している。委員会の運営，授業計画は原則として駿河
台の教務事務室が中心となり，おこなっている。各キャンパ
スに担当者がいるため，現状を把握しやすい。

　各キャンパス担当事務
局で問題点を出し合い,
それらを委員会にて報
告・審議事項としてつな
げることが出来ている。
各キャンパスに担当者を
配置しているため，教員
への事務連絡をスムーズ
におこなうことができ
る。

　共通外国語の担当
者はネイティブの兼
任教員が多く,それ
らの教員に対する十
分な業務サポートが
現状の事務担当者で
は出来ていない。

定期的に担当者で集ま
り，キャンパスごとに問
題点や改善すべき点を話
合い，委員会の改善に努
める。

ネイティブ教員に対し
て，英語での書類の作
成の充実や，委員の語
種代表と教員が密に連
絡を取ることのできる
仕組みの構築を行う。

（４）事務組織の意欲・資質の向上を図るための方策を講じているか

a （有効性，検証システムと改善状
況）
●事務職員の資質向上に向けた
研修などを行うことによって，改善
につながっているか。

　特別な方策は今のところ講じていないが，学部間共通外国
語は，キャンパスを越えて受講できるという特色があるた
め，各キャンパスの担当事務局間では綿密な連絡を取り，情
報共有をしている。

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況
を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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第１０章　内部質保証

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，結果を公表することで社会に対する説明責任を果しているか

a ◎自己点検・評価を定期的に実施し，
公表していること
　                      【約４００字】

毎年，単年度計画書及び長期・中期計画書を作成し，ＰＤ
ＣＡサイクルをおこなっている。
　自己点検・評価運営委員会については，例年６月に開催
している第２回学部間共通外国語教育運営委員会が兼務し
ている。なお自己点検・評価については，委員長を中心と
した執行部にて原案をまとめた上で，運営委員会にて審議
している。評価報告書等の作成，公表については学部間共
通外国語教育運営委員会の自己点検・評価報告書は明治大
学ホームページで公表している。【10-49-1】
全教員対象の授業評価アンケートを実施しているほか，夏
期･春期に開講される集中講座において受講生を対象にア
ンケートを実施している。結果は講座運営母体である本委
員会にて報告されている。【10-49-2】【10-49-3】

集中講座では受講生
アンケートの結果を
次年度の講座計画に
反映させている。

内部質保証に関す
るシステムの整備
が十分とはいえな
い。

　集中講座アンケート内
容の改善を行うことで，
講座計画へより学生の声
を反映していけるように
する。

内部質保証に関する
システムの整備。

10-49-1　明治大学
ホームページ，大学評
価　2011年度自己点検
評価報告書
http://www.meiji.ac.
jp/koho/about/hyouka
/self/2012/2.html
10-49-2　2013年度第
１回学部間共通外国語
教育運営委員会議事録
10-49-3　2013年度第
３回学部間共通外国語
教育運営委員会議事録

（２）内部質保証に関するシステムを整備しているか

a ●内部質保証の方針と手続を明確に
していること。
●内部質保証をつかさどる諸組織（評
価結果を改善）を整備していること
●自己点検・評価の結果が改革・改善
につながっていること
●学外者の意見を取り入れていること
●　文部科学省や認証評価機関から
の指摘事項に対応していること
　　　　【８００字～１０００字程度】

自己点検・評価報告書については全学委員会に提出し，全
学委員からコメントをもらっている。また全学的にとりま
とめた報告書については，理事長のもとに組織される評価
委員会で評価され，その評価結果は，学長に提出する次年
度の年度計画に反映させている。

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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